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し
ょ
う
。
ま
た
弟
子
の
田
能
村
直
入

が
京
都
府
画
学
校
（
日
本
初
の
公
立

美
術
学
校
で
現
在
の
京
都
市
立
芸
術

大
学
）の
初
代
の
校
長
を
務
め
る
な
ど
、

優
秀
な
弟
子
を
世
に
送
り
出
し
ま
し

た
。　大

分
で
日
本
画
家
を
目
指
し
て
い
た

若
き
画
家
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
福
田
平
八
郎
や
髙
山
辰
雄

ら
は
、
床
の
間
に
飾
っ
て
あ
っ
た
豊
後

南
画
を
見
て
育
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
竹
田
が
礎
を
築
い
た
豊
後
南
画
の

精
神
と
技
は
、
江
戸
か
ら
近
代
へ
と
多

く
の
後
進
に
受
け
継
が
れ
、
彼
ら
の
作

品
の
中
に
確
か
に
息
づ
い
て
い
る
の
で

す
。

息
子
で
し
た
。
竹
田
の
才
能
に
惚
れ

込
ん
で
い
た
帆
足
家
は
竹
田
を
経
済
的

に
支
援
し
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
竹

田
と
交
流
を
持
ち
、
絵
を
見
て
育
っ
た

杏
雨
が
、
南
画
に
興
味
を
抱
き
弟
子
に

な
る
こ
と
は
、
自
然
な
流
れ
で
し
た
。

杏
雨
は
竹
田
以
後
、
大
分
の
南
画
史
に

最
も
貢
献
し
た
一
人
と
言
え
る
で

　日
本
の
芸
術
界
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
田
能
村
竹
田
。
竹
田
市
に
医

師
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
、
江
戸

時
代
後
期
の
南
画
家
で
す
。「
南
画
」

と
は
、
も
と
も
と
中
国
発
祥
の
絵
画

で
、
山
水
を
描
く
南
宗
画
と
呼
ば
れ

て
い
た
絵
画
様
式
が
日
本
に
輸
入
さ

れ
、
発
展
し
た
も
の
で
す
。
詩
・
書
・

画
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
「
文
人
画
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　江
戸
や
京
都
、
長
崎
な
ど
日
本
各

地
を
歩
き
、
文
人
や
画
家
と
の
交
流

を
通
じ
て
独
自
の
画
風
を
築
き
あ
げ

た
竹
田
の
影
響
で
、
豊
後
の
地
で
南

画
が
盛
ん
に
な
り
、「
豊
後
南
画
」

が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

文
人
・
頼
山
陽
と
の
出
会
い
は
、
竹

田
の
名
を
全
国
に
知
ら
し
め
る
大
き

な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　竹
田
は
数
人
の
門
弟
を
取
り
、
そ

の
中
の
一
人
「
帆
足
杏
雨
」
は
戸
次

の
大
庄
屋
・
帆
足
家
８
代
目
当
主
の

　大分
が
全
国
・
世
界
に
誇
る
数

多
く
の
芸
術
家
た
ち
。
大
分
は
、

古
く
か
ら
仏
教
文
化
を
受
け
入

れ
、
大
友
宗
麟
時
代
に
は
い
ち
早

く
南
蛮
文
化
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
進
取
の
気
風
に
富
ん
だ
土
地

柄
で
す
。
芸
術
面
に
お
い
て
も
、

大
分
の
先
進
的
で
寛
容
な
風
土

が
、
今
も
な
お
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。今
回
の
特
集
で
は
、

大
分
が
誇
る
著
名
な
芸
術
家
、
そ

し
て
新
世
代
の
芸
術
家
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。
今
ま

で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

「
大
分×

芸
術
」
の
関
係
性
を
紐

解
き
ま
す
。

大
分
や
日
本
の
自
然
の
景
色
を
画
中
に
融
合
さ
せ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
だ
っ
た
と
い
う
田
能
村
竹
田
。

う
ね
り
や
流
れ
を
感
じ
る
筆
力
と
、
緊
密
な
筆
運
び
に
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

福
田
平
八
郎

日
本
画
家

洋画家

竹
工
芸
家

南
画
家

田
能
村
竹
田

佐藤敬

生
野
祥
雲
斎

大
分
の
芸
術
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え

「
豊
後
南
画
」
の
礎
を
築
い
た
南
画
家

※頼山陽（1780-1832）江戸時代後期の儒学者・漢
詩人。主著に『日本外史』があり、これは幕末の尊皇
攘夷運動に影響を与え、日本史上のベストセラーとなっ
た。

大分県竹田市出身  
1777年～1835年（安永6年～天保6年）
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作
風
に
触
発
さ
れ
た
辰
雄
は
、ゴ
ー
ギ
ャ

ン
的
な
色
彩
や
構
成
を
思
わ
せ
る
、
新

た
な
日
本
画
に
挑
戦
し
ま
す
。
そ
の
後

は
、
生
命
や
愛
情
を
幻
想
的
な
深
い
色

彩
で
描
く
作
風
に
変
わ
り
、
晩
年
は
さ

ま
ざ
ま
な
「
黒
」
の
色
に
こ
だ
わ
っ
た
、

ま
る
で
南
画
の
墨
絵
の
よ
う
な
世
界
観

を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。

　昭
和
57
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
、
83

歳
で
パ
リ
に
て
初
の
海
外
個
展
を
行
う

な
ど
、
95
歳
ま
で
あ
く
な
き
挑
戦
を
続

け
た
髙
山
辰
雄
の
思
い
は
、
次
世
代
へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

わ
れ
た
卒
業
後
は
、
美
術
展
で
入
選
・

落
選
を
繰
り
返
し
、
恩
師
と
父
の
死
、

参
加
し
て
い
た
美
術
研
究
グ
ル
ー
プ
の

解
散
と
相
次
ぎ
、
人
生
の
荒
波
に
揉
ま

れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、ポ
ー
ル・ゴ
ー
ギ
ャ

ン
の
伝
記
本
を
読
み
、
そ
の
生
き
方
や

　日
展
「
三
山
」
の
一
人
と
し
て
、

東
山
魁
夷
、
杉
山
寧
と
共
に
名
を
連

ね
た
巨
匠
・
髙
山
辰
雄
は
、
鍛
冶
業

を
営
む
徳
太
郎
と
ロ
ク
の
第
４
子
と

し
て
、
中
央
町
で
産
声
を
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
海
に
面
し
て
い
た
春

日
浦（
現・勢
家
町
）に
転
居
し
ま
す
。

夜
に
は
真
っ
黒
な
海
に
入
り
、
星
空

を
見
上
げ
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
が
、晩
年
、黒
に
こ
だ
わ
っ

て
い
た
辰
雄
の
原
風
景
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　大
正
14
年
、
福
田
と
同
じ
県
立
大

分
中
学
校
に
入
学
し
、
美
術
教
師
・

山
下
鉄
之
輔
に
出
会
い
ま
す
。
こ
の

出
会
い
は
辰
雄
の
画
家
へ
の
思
い
を

膨
ら
ま
せ
、
東
京
美
術
学
校
（
現
・

東
京
藝
術
大
学
）
日
本
画
科
に
入
学
。

４
年
生
の
時
に
、
第
15
回
帝
展
に
出

品
し
た
「
湯
泉
」
で
初
入
選
。
在
学
中

は
特
待
生
に
選
ば
れ
、
首
席
で
学
校

を
卒
業
し
ま
し
た
。
前
途
洋
々
と
思

晩
年
、
本
物
の
「
黒
」
を
追
求
し

明
治
か
ら
平
成
を
生
き
た
日
本
画
家

と
な
っ
て
か
ら
一
躍
名
前
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　実
家
の
店
先
に
も
平
八
郎
の
絵
を
展

示
し
て
い
た
た
め
、
近
所
に
住
ん
で
い

た
髙
山
辰
雄
は
そ
の
絵
を
見
て
感
銘
を

受
け
た
そ
う
で
す
。

　平
八
郎
は
69
歳
の
時
に
文
化
勲
章
を

受
章
し
、
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
年
を
最
後
に
日
展
に

は
出
品
せ
ず
、
晩
年
は
心
の
赴
く
ま
ま

に
自
然
の
本
質
的
な
美
し
さ
を
の
び
の

び
描
き
続
け
ま
し
た
。
春
日
神
社
西
側

に
あ
る
平
八
郎
の
実
家
跡
は
、
現
在
、

顕
彰
碑
等
が
建
つ
広
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。

め
ま
し
た
。
卒
業
後
も
順
調
に
作
品

を
発
表
し
続
け
、
大
正
10
年
に
行
わ
れ

た
第
３
回
帝
国
美
術
院
展
覧
会（
帝
展
）

に
出
品
し
た
「
鯉
」
が
特
選
に
選
ば
れ
、

宮
内
省
（
現
・
宮
内
庁
）
お
買
い
上
げ

　「漣
」「
雨
」
な
ど
、
風
景
の
一
部

を
切
り
取
り
、
徹
底
し
た
写
生
に
裏

付
け
ら
れ
た
色
と
形
を
映
し
出
し
た

福
田
平
八
郎
の
絵
画
。
今
ま
で
の
日

本
画
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
モ
ダ

ン
な
作
風
は
と
て
も
印
象
的
で
、
多

く
の
人
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　明
治
25
年
、
王
子
中
町
に
誕
生
し

た
平
八
郎
。
実
家
の
前
に
は
当
時
、

県
師
範
学
校
が
あ
り
、
父
親
は
こ
こ

で
文
具
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
画

材
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
育
っ
た
平
八

郎
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
を
描
く

の
が
得
意
で
し
た
。

　そ
の
後
、
平
八
郎
は
県
立
大
分
中

学
校
（
現
・
大
分
上
野
丘
高
校
）
に

入
学
す
る
も
、
３
年
生
で
中
退
。
画

家
を
目
指
し
て
京
都
に
移
り
、
京
都

市
立
絵
画
専
門
学
校
（
現
・
京
都
市

立
芸
術
大
学
）
で
学
び
ま
す
。
た
ち

ま
ち
頭
角
を
現
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
賞

を
獲
得
、
非
常
に
優
秀
な
成
績
を
修

徹
底
し
た
観
察
力
か
ら
生
ま
れ
た

写
生
に
裏
付
け
ら
れ
た
独
自
の
世
界
観

大分市王子中町出身
1892年～1974年（明治25年～昭和49年）

ふ
く
だ

 

へ
い
は
ち
ろ
う

大分市中央町出身
1912年～2007年（明治45年～平成19年）

た
か
や
ま

 

た
つ
お

ひ
が
し
や
ま
か
い
い

や
す
し

福田の父は、平八郎が描いた絵を、
店内に飾っていたらしい…

福田の実家は文具店を営んでいた。

「自分もいつかすごい絵を描くぞ！」
心に誓う髙山少年であった…

その絵を見て衝撃を受ける
ある少年。

紅葉と虹　1947年

京都・竜安寺の山に茂った紅葉の写
生をもとに描いた作品。紅葉という
旬の風物に虹を対比させ、時間や光
の変化を見事に切り取っています。

豊後里道に月を見る　2005年

晩年の髙山辰雄は、郷里大分の風景を繰り返し
描きました。湯布院や久住など好んで訪れた土
地がイメージの源泉となっています。

周囲に内緒で「湯泉」を展覧会に
出品した辰雄

福田平八郎の父（ご近所さん）が、
それに気づいて…

「髙山さん！息子さんすごいね～！」

とうせん

「なんで教えなかったんだ！」と 
驚きつつも、大喜びの親。

さ
ざ
な
み
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作
風
に
触
発
さ
れ
た
辰
雄
は
、ゴ
ー
ギ
ャ

ン
的
な
色
彩
や
構
成
を
思
わ
せ
る
、
新

た
な
日
本
画
に
挑
戦
し
ま
す
。
そ
の
後

は
、
生
命
や
愛
情
を
幻
想
的
な
深
い
色

彩
で
描
く
作
風
に
変
わ
り
、
晩
年
は
さ

ま
ざ
ま
な
「
黒
」
の
色
に
こ
だ
わ
っ
た
、

ま
る
で
南
画
の
墨
絵
の
よ
う
な
世
界
観

を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。

　昭
和
57
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
、
83

歳
で
パ
リ
に
て
初
の
海
外
個
展
を
行
う

な
ど
、
95
歳
ま
で
あ
く
な
き
挑
戦
を
続

け
た
髙
山
辰
雄
の
思
い
は
、
次
世
代
へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

わ
れ
た
卒
業
後
は
、
美
術
展
で
入
選
・

落
選
を
繰
り
返
し
、
恩
師
と
父
の
死
、

参
加
し
て
い
た
美
術
研
究
グ
ル
ー
プ
の

解
散
と
相
次
ぎ
、
人
生
の
荒
波
に
揉
ま

れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、ポ
ー
ル・ゴ
ー
ギ
ャ

ン
の
伝
記
本
を
読
み
、
そ
の
生
き
方
や

　日
展
「
三
山
」
の
一
人
と
し
て
、

東
山
魁
夷
、
杉
山
寧
と
共
に
名
を
連

ね
た
巨
匠
・
髙
山
辰
雄
は
、
鍛
冶
業

を
営
む
徳
太
郎
と
ロ
ク
の
第
４
子
と

し
て
、
中
央
町
で
産
声
を
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
海
に
面
し
て
い
た
春

日
浦（
現・勢
家
町
）に
転
居
し
ま
す
。

夜
に
は
真
っ
黒
な
海
に
入
り
、
星
空

を
見
上
げ
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
が
、晩
年
、黒
に
こ
だ
わ
っ

て
い
た
辰
雄
の
原
風
景
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　大
正
14
年
、
福
田
と
同
じ
県
立
大

分
中
学
校
に
入
学
し
、
美
術
教
師
・

山
下
鉄
之
輔
に
出
会
い
ま
す
。
こ
の

出
会
い
は
辰
雄
の
画
家
へ
の
思
い
を

膨
ら
ま
せ
、
東
京
美
術
学
校
（
現
・

東
京
藝
術
大
学
）
日
本
画
科
に
入
学
。

４
年
生
の
時
に
、
第
15
回
帝
展
に
出

品
し
た
「
湯
泉
」
で
初
入
選
。
在
学
中

は
特
待
生
に
選
ば
れ
、
首
席
で
学
校

を
卒
業
し
ま
し
た
。
前
途
洋
々
と
思

晩
年
、
本
物
の
「
黒
」
を
追
求
し

明
治
か
ら
平
成
を
生
き
た
日
本
画
家

と
な
っ
て
か
ら
一
躍
名
前
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　実
家
の
店
先
に
も
平
八
郎
の
絵
を
展

示
し
て
い
た
た
め
、
近
所
に
住
ん
で
い

た
髙
山
辰
雄
は
そ
の
絵
を
見
て
感
銘
を

受
け
た
そ
う
で
す
。

　平
八
郎
は
69
歳
の
時
に
文
化
勲
章
を

受
章
し
、
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
年
を
最
後
に
日
展
に

は
出
品
せ
ず
、
晩
年
は
心
の
赴
く
ま
ま

に
自
然
の
本
質
的
な
美
し
さ
を
の
び
の

び
描
き
続
け
ま
し
た
。
春
日
神
社
西
側

に
あ
る
平
八
郎
の
実
家
跡
は
、
現
在
、

顕
彰
碑
等
が
建
つ
広
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。

め
ま
し
た
。
卒
業
後
も
順
調
に
作
品

を
発
表
し
続
け
、
大
正
10
年
に
行
わ
れ

た
第
３
回
帝
国
美
術
院
展
覧
会（
帝
展
）

に
出
品
し
た
「
鯉
」
が
特
選
に
選
ば
れ
、

宮
内
省
（
現
・
宮
内
庁
）
お
買
い
上
げ

　「漣
」「
雨
」
な
ど
、
風
景
の
一
部

を
切
り
取
り
、
徹
底
し
た
写
生
に
裏

付
け
ら
れ
た
色
と
形
を
映
し
出
し
た

福
田
平
八
郎
の
絵
画
。
今
ま
で
の
日

本
画
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
モ
ダ

ン
な
作
風
は
と
て
も
印
象
的
で
、
多

く
の
人
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　明
治
25
年
、
王
子
中
町
に
誕
生
し

た
平
八
郎
。
実
家
の
前
に
は
当
時
、

県
師
範
学
校
が
あ
り
、
父
親
は
こ
こ

で
文
具
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
画

材
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
育
っ
た
平
八

郎
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
を
描
く

の
が
得
意
で
し
た
。

　そ
の
後
、
平
八
郎
は
県
立
大
分
中

学
校
（
現
・
大
分
上
野
丘
高
校
）
に

入
学
す
る
も
、
３
年
生
で
中
退
。
画

家
を
目
指
し
て
京
都
に
移
り
、
京
都

市
立
絵
画
専
門
学
校
（
現
・
京
都
市

立
芸
術
大
学
）
で
学
び
ま
す
。
た
ち

ま
ち
頭
角
を
現
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
賞

を
獲
得
、
非
常
に
優
秀
な
成
績
を
修

徹
底
し
た
観
察
力
か
ら
生
ま
れ
た

写
生
に
裏
付
け
ら
れ
た
独
自
の
世
界
観

大分市王子中町出身
1892年～1974年（明治25年～昭和49年）

ふ
く
だ

 

へ
い
は
ち
ろ
う

大分市中央町出身
1912年～2007年（明治45年～平成19年）

た
か
や
ま

 

た
つ
お

ひ
が
し
や
ま
か
い
い

や
す
し

福田の父は、平八郎が描いた絵を、
店内に飾っていたらしい…

福田の実家は文具店を営んでいた。

「自分もいつかすごい絵を描くぞ！」
心に誓う髙山少年であった…

その絵を見て衝撃を受ける
ある少年。

紅葉と虹　1947年

京都・竜安寺の山に茂った紅葉の写
生をもとに描いた作品。紅葉という
旬の風物に虹を対比させ、時間や光
の変化を見事に切り取っています。

豊後里道に月を見る　2005年

晩年の髙山辰雄は、郷里大分の風景を繰り返し
描きました。湯布院や久住など好んで訪れた土
地がイメージの源泉となっています。

周囲に内緒で「湯泉」を展覧会に
出品した辰雄

福田平八郎の父（ご近所さん）が、
それに気づいて…

「髙山さん！息子さんすごいね～！」

とうせん

「なんで教えなかったんだ！」と 
驚きつつも、大喜びの親。
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ざ
な
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　佐
藤
敬
は
、
県
立
大
分
中
学
校
に
入

学
し
、
美
術
教
師
・
山
下
鉄
之
輔
の
も

と
で
美
術
を
学
び
ま
し
た
。
山
下
か
ら

セ
ザ
ン
ヌ
を
中
心
に
19
世
紀
末
以
降
の

西
洋
美
術
を
学
び
、
本
格
的
に
画
家
を

目
指
し
て
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
に

入
学
。
そ
の
後
、セ
ザ
ン
ヌ
を
は
じ
め
、

ピ
カ
ソ
な
ど
の
画
風
を
学
び
、
昭
和
４

年
に
は
第
10
回
帝
展
で
初
入
選
を
果
た

し
ま
し
た
。

　翌
年
、
渡
仏
し
、
昭
和
６
年
、
フ
ラ

ン
ス
の
美
術
展
「
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン

ヌ
」
に
初
入
選
。
そ
の
後
、
第
13
回
帝

展
で
特
選
を
獲
得
す
る
な
ど
、
若
き
才

能
を
発
揮
し
ま
し
た
。昭
和
９
年
帰
国
、

昭
和
11
年
に
は
、「
帝
展
改
組
」
で
混

乱
す
る
官
展
か
ら
離
脱
し
、新
た
に「
新

制
作
派
協
会
（
現
・
新
制
作
協
会
）」

を
創
立
。
自
由
な
制
作
環
境
を
求
め
、

奮
闘
し
ま
し
た
。

　昭
和
27
年
「
一
画
学
生
に
戻
る
」
と

言
い
残
し
、
単
身
で
再
び
渡
欧
。
そ
の

後
26
年
間
パ
リ
を
拠
点
に
西
欧
各
地
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
活
動
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
ピ
カ
ソ
や
マ
チ
ス
と
の
交
友
を

経
て
、「
自
然
主
義
的
抽
象
」
と
言
わ

れ
る
独
自
の
画
風
を
確
立
し
ま
し
た
。

昭
和
53
年
、
一
時
帰
国
。
郷
里
の
風
土

を
感
じ
な
が
ら
、
墨
の
特
性
を
生
か
し

た
「
墨
彩
」
の
作
品
に
死
の
直
前
ま
で

取
り
組
み
続
け
ま
し
た
。

ピ
カ
ソ
、
マ
チ
ス
ら
と

交
流
を
深
め
た

孤
高
の
国
際
的
洋
画
家大分市府内町出身

1906年～1978年
（明治39年～昭和53年）

さ
と
う

 

け
い

　竹
工
芸
界
で
初
め
て
重
要
無
形
文
化

財
竹
芸
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
に
認
定

さ
れ
、
昭
和
44
年
に
紫
綬
褒
章
を
受
け

た
祥
雲
斎
は
、
現
在
の
別
府
市
内
の
農

家
に
生
ま
れ
ま
す
。
昭
和
３
年
か
ら
、

よ
り
質
の
良
い
竹
を
求
め
大
分
市
の
白

木
に
工
房
を
構
え
、
制
作
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
体
が
弱
く
芸

術
家
の
夢
は
断
念
。
別
の
道
を
探
し
て

い
た
時
に
竹
に
出
会
い
、「
生
活
用
品

と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
竹
細
工
を
、
芸

術
の
域
ま
で
高
め
て
や
ろ
う
！
」
と

い
う
強
い
思
い
を
持
ち
、
こ
の
世
界

に
入
り
ま
す
。
高
級
花
籠
の
名
手
・

佐
藤
竹
邑
斎
に
入
門
し
、
２
年
後
に
独

立
。
そ
の
後
、
新
文
展
や
日
展
な
ど
の

展
覧
会
で
特
選
や
入
選
を
果
た
す
と
共

に
、「
怒
涛
」「
炎
」「
陽
炎
」
な
ど
多

く
の
名
作
を
発
表
し
ま
し
た
。

　昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

際
に
は
、
外
国
人
プ
レ
ス
た
ち
が
宿
泊

す
る
丸
の
内
ホ
テ
ル
に
祥
雲
斎
の
竹
の

装
飾
が
施
さ
れ
、
竹
が
持
つ
し
な
や
か

さ
と
力
強
さ
、
そ
し
て
日
本
の
美
を
表

現
し
た
芸
術
と
し
て
世
界
の
人
た
ち
を

魅
了
し
ま
し
た
。

生
活
用
品
を
芸
術
の
域

ま
で
高
め
た
竹
工
芸
界

初
の
人
間
国
宝

別府市出身・大分市白木に居住
1904年～1974年（明治37年～昭和49年）

し
ょ
う
の 

し
ょ
う
う
ん
さ
い

　僕が大分にこだわるのは、路上で絵を売って苦労していた
時代に、支えてくれた大分の人たちに恩返しがしたいという
思いがあるから。自分でも自覚していますが、当時の僕の絵
は下手くそで、買う価値のないものだった。ほとんどの人が
善意で僕の絵を買ってくれていたんだと思います。みんな優
しくて「うちのカフェに絵を置いていいよ」とか、コーヒーを
差し入れしてくれたり。当時、「家賃を返せなくなったら福岡
に帰る！」と決めていたので、もしあの時支えてくれた人たち
がいなかったら、僕は今ここにいなかった。だから、僕を育て
てくれたのは大分の人たちだと思っています。
　その後、販売を路上からインターネットに移しました。出
品するうちに、タイトルや色、絵のデッサンもインパクトのあ
る作風に変えていきました。すると、だんだんと反応が出て
くるようになりました。ずっと「若い人たちも知っている大分
の画家になれたら…」という思いがあったので、運よくイン
ターネットの波に乗れたのも良かったと思います。

最後に、大分で精力的に
活動している芸術家、

北村直登氏を紹介するぞ。

大分の人たちの優しさに育てられた

北村 直登　大分市在住
1979年福岡県生まれ。大分の高校・大学を卒業後、路上で売った絵で生活を繋ぐ日々を送っていた。2014年、社会現象を起こしたドラマ

「昼顔」の劇中画を担当し、その人気は一気に全国区に。現在は南大分のアトリエで制作活動を行う。２児の父でもある。趣味は釣り。

ち
く
ゆ
う
さ
い

ど
と
う

よ
う
え
ん

　自分のホームグラウンドは大分だと思っているし、これか
らもそこはブレないと思います。東京の作家さんと話すと、
常に存在価値を問われて周りに流されていると感じることが
あります。でも大分にいると、自分のペースで創作できるし、
本当に恵まれていると思います。大分在住のアーティストと
の繋がりもあって、ジャンルが違う陶芸や竹工芸の作家さん
と「ものづくり」という大きなカテゴリーで集まって刺激をも
らっています。それぞれが違う分野も受け入れることができ
るから、すごく活動しやすいです。評価されることだけでは
なく、自分が自分で居られることが大事。大分ではそれがで
きる。懐が深くて優しい大分の人たちが大好きです。
　いつか、大分の観光資源のひとつになるのが目標です。僕
だけじゃ集客できないだろうけど「温泉があって、作品展が
あるなら大分に行ってみよう」というきっかけになったらいい
なって思います。
　

北
村 

直
登

K
i
t
a
m
u
r
a

N
a
o
t
o

Profile

参
考
資
料

「
大
分
県
の
美
術
」

「
大
分
市
美
術
館
所
蔵
品
選
」

「
大
分
市
美
術
館
所
蔵
品
選
２
」

「
日
本
の
美
術
館
を
楽
し
む
　Ｎ
ｏ
・
46
大
分
市
美
術
館
」

「
竹
の
造
形
　ロ
イ
ド
・
コ
ッ
ツ
ェ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

「
髙
山
辰
雄 

存
在
追
憶 

限
り
な
き
時
の
中
に
」

「
生
誕
１
０
０
年
記
念
　髙
山
辰
雄
展
」

「
特
別
展
　生
誕
１
０
０
周
年
記
念
　佐
藤
敬
展
　新
た
な

創
造
を
求
め
て
・
ピ
カ
ソ
と
の
出
会
い
」

晩年の髙山辰雄は、郷里大分の風景を繰り返し
描きました。湯布院や久住など好んで訪れた土
地がイメージの源泉となっています。

独唱　1936年

新制作派協会展で、敬はヨーロッパでの画学習の成果を
遺憾なく発揮し、次々に大作を発表します。大胆な画面
構成には、絵画に対する強い意志と熱意を感じます。

怒涛　1960年

丸の内ホテルのレストランを竹で装飾すること
になり依頼されて制作した本作は、昭和31年の
日展で北斗賞を受賞。生野祥雲斎の卓越した技
と清新な造形感覚を示す代表作のひとつです。
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　佐
藤
敬
は
、
県
立
大
分
中
学
校
に
入

学
し
、
美
術
教
師
・
山
下
鉄
之
輔
の
も

と
で
美
術
を
学
び
ま
し
た
。
山
下
か
ら

セ
ザ
ン
ヌ
を
中
心
に
19
世
紀
末
以
降
の

西
洋
美
術
を
学
び
、
本
格
的
に
画
家
を

目
指
し
て
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
に

入
学
。
そ
の
後
、セ
ザ
ン
ヌ
を
は
じ
め
、

ピ
カ
ソ
な
ど
の
画
風
を
学
び
、
昭
和
４

年
に
は
第
10
回
帝
展
で
初
入
選
を
果
た

し
ま
し
た
。

　翌
年
、
渡
仏
し
、
昭
和
６
年
、
フ
ラ

ン
ス
の
美
術
展
「
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン

ヌ
」
に
初
入
選
。
そ
の
後
、
第
13
回
帝

展
で
特
選
を
獲
得
す
る
な
ど
、
若
き
才

能
を
発
揮
し
ま
し
た
。昭
和
９
年
帰
国
、

昭
和
11
年
に
は
、「
帝
展
改
組
」
で
混

乱
す
る
官
展
か
ら
離
脱
し
、新
た
に「
新

制
作
派
協
会
（
現
・
新
制
作
協
会
）」

を
創
立
。
自
由
な
制
作
環
境
を
求
め
、

奮
闘
し
ま
し
た
。

　昭
和
27
年
「
一
画
学
生
に
戻
る
」
と

言
い
残
し
、
単
身
で
再
び
渡
欧
。
そ
の

後
26
年
間
パ
リ
を
拠
点
に
西
欧
各
地
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
活
動
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
ピ
カ
ソ
や
マ
チ
ス
と
の
交
友
を

経
て
、「
自
然
主
義
的
抽
象
」
と
言
わ

れ
る
独
自
の
画
風
を
確
立
し
ま
し
た
。

昭
和
53
年
、
一
時
帰
国
。
郷
里
の
風
土

を
感
じ
な
が
ら
、
墨
の
特
性
を
生
か
し

た
「
墨
彩
」
の
作
品
に
死
の
直
前
ま
で

取
り
組
み
続
け
ま
し
た
。

ピ
カ
ソ
、
マ
チ
ス
ら
と

交
流
を
深
め
た

孤
高
の
国
際
的
洋
画
家大分市府内町出身

1906年～1978年
（明治39年～昭和53年）

さ
と
う

 

け
い

　竹
工
芸
界
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初
め
て
重
要
無
形
文
化

財
竹
芸
保
持
者
（
人
間
国
宝
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に
認
定

さ
れ
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昭
和
44
年
に
紫
綬
褒
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受
け

た
祥
雲
斎
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現
在
の
別
府
市
内
の
農

家
に
生
ま
れ
ま
す
。
昭
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３
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、

よ
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構
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制
作
活
動
を
行
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ま
し
た
。
小
さ
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頃
か
ら
体
が
弱
く
芸

術
家
の
夢
は
断
念
。
別
の
道
を
探
し
て

い
た
時
に
竹
に
出
会
い
、「
生
活
用
品

と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
竹
細
工
を
、
芸

術
の
域
ま
で
高
め
て
や
ろ
う
！
」
と

い
う
強
い
思
い
を
持
ち
、
こ
の
世
界

に
入
り
ま
す
。
高
級
花
籠
の
名
手
・

佐
藤
竹
邑
斎
に
入
門
し
、
２
年
後
に
独

立
。
そ
の
後
、
新
文
展
や
日
展
な
ど
の

展
覧
会
で
特
選
や
入
選
を
果
た
す
と
共

に
、「
怒
涛
」「
炎
」「
陽
炎
」
な
ど
多

く
の
名
作
を
発
表
し
ま
し
た
。

　昭
和
39
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の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
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の

際
に
は
、
外
国
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プ
レ
ス
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す
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内
ホ
テ
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に
祥
雲
斎
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竹
の

装
飾
が
施
さ
れ
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竹
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持
つ
し
な
や
か

さ
と
力
強
さ
、
そ
し
て
日
本
の
美
を
表

現
し
た
芸
術
と
し
て
世
界
の
人
た
ち
を

魅
了
し
ま
し
た
。

生
活
用
品
を
芸
術
の
域

ま
で
高
め
た
竹
工
芸
界

初
の
人
間
国
宝

別府市出身・大分市白木に居住
1904年～1974年（明治37年～昭和49年）

し
ょ
う
の 

し
ょ
う
う
ん
さ
い
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ち
く
ゆ
う
さ
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ど
と
う

よ
う
え
ん
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北
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直
登

K
i
t
a
m
u
r
a

N
a
o
t
o
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選
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２
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０
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描きました。湯布院や久住など好んで訪れた土
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「ない」のではなく
      「見えていない」
　　         それが差別です

12月４日から10日は、「人権週間」です。
　1948年（昭和23年）12月10日、第３回国連総会で「世界人権宣言」が採択されたことを記念して、我が国では
毎年12月４日から10日を「人権週間」と定め、広く国民に人権意識の高揚を図っています。
　本市においても人権週間の取り組みとして、人権意識の普及高揚のためさまざまな行事を計画しています。
　この機会に、皆さんも各種行事に参加してみませんか。
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Oita 
　　navigation

おおいたナビ

各分野の第一線で活躍する文化人や著名人、芸術家など約
150人の講師が多彩なテーマで講義する「エンジン01文

化戦略会議オープンカレッジin大分」。市内の飲食店約25店舗
で、講師と参加者が酒食をともにして語り合う夜の交流会「夜
楽」のチケット販売を開始します。チケットは定員に達し次第、
販売終了です。料金や販売方法など、詳しくは、お問い合わせく
ださい。

⃝日時：30年1月27日㈯　 午後7時～9時　途中入場不可

⃝チケット販売：12月9日㈯　 午前10時～

問 文化国際課　☎537-5663

チケット販売開始のご案内

エンジン01文化戦略会議オープンカレッジ
ｉｎ大分「夜

や が く

楽」チケット販売スタート

お知らせ

25年7月に複合文化交流施設として開館し、市を代表する
施設として親しまれているホルトホール大分。公募してい

たネーミングライツ・スポンサーが「大分ケーブルテレコム株式
会社」に決まりました。30年１月４日㈭からは、通称が「 J:COM 
ホルトホール大分」になります。

問 文化国際課　☎585-6008

ホルトホール大分のネーミングライツ

通称が決定しました！
「J

ジェイコム

:COM ホルトホール大分」

お知らせ

11月2日に、ラグビー
ワ ー ルド カ ップ

2019で行われる試合日
程と会場の発表会が行わ
れ、大分では次の5試合
の開催が決まりました。

問 ラグビーワールドカップ・東京オリンピック・パラリンピック推進局
☎574-6530

ラグビーワールドカップ2019ＴＭ 試合日程決定
お知らせ

2019年10月、大分銀行ドームに
世界の強豪がやってくる！

大分市をふるさととする、国内外で活躍中の実力派若手演
奏家によるクラシックコンサートです。料金は1,000円で、

すべて自由席です。

⃝日時：30年2月25日㈰　午後２時～

⃝場所：コンパルホール１階　文化ホール

問 文化国際課　☎537-5663

第11回　大分市ふるさとコンサート
催し

大分が生んだ演奏家たちの
優雅なコンサートをお楽しみください

ヴィオラ　今井　凛

テノール　紀野　洋孝 ピアノ　中川　千尋 サクソフォン　山﨑　明

開場は
午後１時30分（ ）

エンジン01
ホームページ
はこちらから

チケットは12月1日㈮午前10時から
トキハ会館、あけのアクロスタウン、
チケットぴあ（Pコード：342-837）、
ローソンチケット（Lコード：84478）
で販売開始

大分銀行ドーム
2019年10月  2日㈬ ニュージーランド 対 敗者復活予選優勝チーム

　　　 10月  5日㈯ オーストラリア  対 アメリカ地区第２代表

　　　 10月  9日㈬ ウェールズ 対 フィジー

　　　 10月19日㈯ 準々決勝１：C組１位 対 D組２位

　　　 10月20日㈰ 準々決勝３：D組１位 対 C組２位
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雨 にも負けず、にぎわう大分のまち。
　今年の 10 月は、週末に雨に見舞われることが多く、なかな
かスッキリとしたお天気に恵まれませんでしたが、10 月６日
からの「おおいた食と暮らしの祭典」をはじめ、市内各所では
さまざまなイベントが開催されました。
　14・15 日は、国内最高峰の自転車レース「OITA サイクル
フェス !!! 2017」を大分いこいの道と大分スポーツ公園周辺
で開催。来年から国際サイクルロードレースに認定されること
から、今回は１周 10㎞の国際規格に沿ったコースも設けられ、
選手の迫力ある激走に、観客は大きな声援を送っていました。
　21 日には、今年 10 周年を迎えた「おおいた夢色音楽祭
2017」を開催。台風の影響で１日のみの開催となりましたが、

「中央通り歩行者天国」も同時開催し、まちなかにはにぎやか
な音楽と、観客の笑顔があふれていました。

❶ 第65回全日本社会人レスリング選手権大会
女子の部フリースタイル75キロ級

　優勝　齋藤 未来さん

❷ 2017年IBTFグランプリ大会　ソロトワール
男子ジュニア（バトントワーリング競技）

　優勝　佐藤 史弥さん

❸ 第59回全国教職員剣道大会 幼・義務教育の部
　優勝　姫野 翔さん

❹ 平成29年度全国高等学校定時制通信制体育大会
　第52回陸上競技大会男子3000メートルSC
　優勝　平野 晃司さん

❺ 第５回全国高等学校陸上競技選抜大会女子
三段跳

　優勝　金子 史絵奈さん

市  長表彰おめでとうございます。
　７月～８月にかけて各地で行われた国際大会や全国大会で優勝した４競技
５人の市長表彰が、10 月 11 日に行われました。

❶ ❷

❸ ❹ ❺
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未来自分創造資金の奨学生募集
　30年4月に高等学校、高等専門学校
などに進学する生徒に、奨学資金を給
付します。
▪定員：新1年生25人（予定）
▪給付額：入学時…10万円、2・3年生進

級時、卒業時…各5万円
▪対象：次のすべての条件を満たす人
　⃝保護者が市内に住所を有している

こと　⃝学業・人物ともに優秀で、経
済的理由により修学が困難な人　⃝
市奨学資金および市緊急採用奨学資
金との併用をしない人　⃝前年度の
市民税の所得割額が年額51,300円
未満の世帯
▪申込み・問　学校教育課（第2庁舎4

階）に備え付けの願書、推薦調書（市ホ
ームページでダウンロードも可）、その
他必要書類を、直接、12月15日㈮～30
年1月31日㈬に同課（☎537-5903）へ。

アートプラザ
「Olectronica exhibition 脱！人形」

　美術ユニット「Olectronica（オレク
トロニカ）」の個展です。巨大なオブジェ
のほか、数々の作品を展示します。
▪期間・時間：12月7日㈭～19日㈫　午

前10時～午後6時
▪場所・問　アートプラザ（☎538-5000）

第18回まちづくり情報カフェ
「地形と災害と減災を考える」
▪日時：12月12日㈫　午後6時～7時

30分（午後5時30分開場）
▪場所：ホルトホール大分3階 303会議室
▪講師：鶴成 悦久氏（大分大学准教授）
▪定員：72人（当日先着順）
問　まちづくり情報プラザ（☎544-5613）

コンパルホール　成人の日
市民スポーツデー2018
▪日時：30年1月8日㈪　午前9時～午

後4時
▪内容：卓球・バドミントン無料開放、バ

スケットボールフリースローコーナー、
わくわくレクリエーションルームなど
▪その他：対象や定員など詳しくは、お

問い合わせください。
▪場所・問　コンパルホール（☎538-

3700）

催 し催　し催 し
無料

無料

無料

「n
な あ な

aanaパートナー」
随時募集中
　 子 育 て 中 の 人
の 意 見 や 情 報 な
どをサイトの運営
に生かす市民ボラ
ンティアスタッフ

「naanaパートナー」
を募集しています。
子育てしながら参
加でき、活動内容はイベントの企画や
運営などです。自分の子育ての経験や
得意なことを生かして、楽しく活動し
ませんか。
▪申込み・問　電話またはEメールで、子

ども企画課（☎574-6516　 info@
naana-oita.jp）へ。

NPお母さんひろば
参加者募集
▪日時：30年1月16日～2月20日（火曜

日・全6回）　午後1時30分～3時30
分　※2月13日㈫分は、14日㈬に開
催
▪内容：子育ての話し合いと仲間づくり
▪対象：0歳～6歳（未就学児）の保護者
▪定員：15人（先着順）
▪その他：別室で託児あり
▪申込み・場所・問　電話で、12月5日

㈫～18日㈪〈11日㈪は除く〉に地域
子育て支援室（ホルトホール大分2
階　☎576-8245）へ。

文化財課
嘱託職員募集
▪任用期間：30年4月1日㈰～31年3月

31日㈰　※5年を限度に更新あり
▪内容：文化財の情報発信やイベント

の企画運営、大友氏遺跡体験学習館
（大字大分）の管理運営業務など
▪対象：パソコン操作の経験があり、普

通自動車運転免許を有する人
▪定員：1人
▪報酬：月額20万2,000円
▪選考方法：書類審査を行い、通過した

人を対象にプレゼンテーションおよ
び面接試験を行います。
▪申込み・問　文化財課（第2庁舎6階）

に備え付けの応募用紙（市ホームペ
ージでダウンロードも可）に記入し、
12月1日 ㈮ ～30年1月10日 ㈬ に 同
課（〒870-8504　荷揚町2-31　☎
537-5639）へ。

無料

登録型本人通知制度をご利用
ください
　本人通知制度とは、戸籍や住民票な
どの証明書を本人の代理人や第三者に
交付したとき、本人へ通知するもので
す。本人通知により、不正請求の早期発
見や抑止につながります。
　市の住民基本台帳や戸籍に記載され
ている人であればこの制度を利用でき
ますが、事前登録が必要です。なお、同
一世帯でまとめて登録申請することも
できます。
▪申請場所：市民課（本庁舎１階）、各支

所、旭町文化センター、人権啓発セン
ター（ヒューレおおいた）〈ホルトホ
ール大分１階〉、各地区公民館　※郵
送も可
▪その他：申請方法や申請に必要な

ものなど詳しくは、市ホームペー
ジをご覧になるか、市民課（☎537-
5615）へ。

ひとり親家庭等医療証などを
郵送しました
　ひとり親家庭等医療証の更新申請を
した人に、12月から使用できる新しい
医療証を11月24日に送付しました。ま
た、所得超過などにより、助成対象外と
なる人には、更新申請却下通知書を送
付しました。
　更新申請をした人で、医療証または
却下通知書が届いていない場合は、連
絡してください。
問　子育て支援課（☎537-5796）

障がい者職場実習生募集
　将来企業へ就職を希望する障がい者
を対象に、市役所での職場実習生を随
時受け入れています。
▪対象：障害者就労支援機関登録者ま

たは特別支援学校の生徒で、市役所
へ自力通勤できる知的障がい者・精
神障がい者
▪実習場所：商工労政課（本庁舎9階）
▪申込み・問　実習日程予約後、書類提

出が必要です。詳しくは、商工労政課
（☎537-5964）へ。

送付のお知らせ

募　集募 集

しぃたん　かおりん

大分市災害時多言語通訳サービスを始めました
災害時における外国人や訪日観光客とのコールセンターを通じた通訳サービスを開始しました。対応言語や利用方法など詳しくは、市
ホームページをご覧ください。（Oita City will provide interpreting services via a call center for foreign residents and tourists to help 
with communication in times of disaster. Please refer to the City of Oita homepage for details.） 問国際化推進室（☎537-5719）

13 市報おおいた  H29.12.１

中小企業を応援します！
①中小企業人材育成支援事業補助金
▪補助対象：業務上必要な能力の向上

または技術、知識等を習得するため
の研修および講習（6時間以上）
▪助成内容：研修費、交通費、宿泊費の

2/3
②中小企業自主研修応援事業補助金
▪補助対象：市内で開催される従業員

を対象とした研修で、技術および知
識の習得に関するもの
▪助成内容：会場借上料、講師謝礼金、

講師招へい旅費、委託料の1/2
③知的財産権取得促進事業補助金
▪補助対象：知的財産権のうち特許権、

実用新案権、意匠権または商標権の
国内出願に係るもの
▪助成内容：出願料、弁理士に対する報

酬、電子化手数料、登録料（実用新案
権のみ）の1/2
▪その他：助成には条件や限度額があ

ります。詳しくは、お問い合わせくだ
さい。
問　創業経営支援課（☎585-6029）

みんなで節電　2017（冬）
　12月1日㈮～30年3月31日㈯は、冬
の節電キャンペーン期間です。身近な
ことから節電に取り組みましょう。
問　環境対策課（☎537-5758）

「（仮称）大分ウィンドファーム
事業に係る環境影響評価準備書」
の縦覧および説明会を行います
▪縦覧場所：環境対策課（本庁舎4階）、

鶴崎・稙田市民行政センター、大在・
坂ノ市・佐賀関市民センター
▪縦覧期間：12月8日㈮～30年1月9日㈫
〈土・日曜日、祝日、年末年始を除く〉 
▪説明会：12月16日㈯　午前10時～

正午　坂ノ市公民館
問　環境対策課（☎537-5758）

ひとり親家庭支援プラザを
ご利用ください
　ひとり親家庭、寡婦の人を対象に、日
常生活についての相談や支援制度の紹
介を行っています。
▪受付日時：第2・4月曜日、年末年始を

除く毎日　午前9時～午後5時
▪場所・問　ひとり親家庭支援プラ

ザ（ホルトホール大分3階　☎576-
8882）

母子・父子・寡婦福祉資金の
貸付制度をご利用ください
　ひとり親家庭の母または父、寡婦の
経済的自立とその児童の福祉の向上の
ため、各種資金の貸し付けを行ってい
ます。扶養する児童の進学資金などに
お悩みの人は、ご相談ください。
問　子育て支援課（☎537-5619）

12月3日㈰～9日㈯は
「障害者週間」です

　障がいのある人もない人も、自分ら
しい生活を送るためには、地域で共に
暮らす皆さんの理解と協力が必要で
す。この機会に、互いを思いやる心の大
切さについて考えてみませんか。
問　障害福祉課（☎537-5658）

認知症の悩み電話相談をご利用
ください（☎537-1165）
　保健所保健予防課では、認知症につ
いて専用電話を設けて相談を受けてい
ます。気軽にご利用ください。
▪受付：毎週月～金曜日（祝日、年末年

始を除く）　午前9時～午後4時30分

犬の飼い主の皆さんへ
　 犬 を 飼 う と き
は、次のことに気
を付けて、愛情と
責 任 を 持 っ て 飼
いましょう。
⃝生後91日以上の飼い犬は生涯に一

回の登録が必要です。
⃝毎年一回、狂犬病予防注射を受けま

しょう。
⃝散歩の際は、放し飼いにせず、必ずリ

ードにつなぎましょう。
⃝ふんは放置せず、袋に入れて持ち帰

り可燃ごみとして処理しましょう。
問　保健所衛生課（☎536-2567）

原木シイタケの種駒購入費用を
助成します
▪補助対象者：市内に住所または所在

地を有する原木シイタケ生産者
▪補助対象：29年度に購入する種駒の

うち、3万駒を超える分
▪補助金額：種駒1個につき1円
▪受付期間：30年1月5日㈮～24日㈬
※購入後の受付はできません。補助条

件や申請方法など詳しくは、林業水
産課（本庁舎8階　☎537-5783）へ。

無料

子育て短期支援事業を
ご利用ください
　保護者が病気、出張、冠婚葬祭などで
家庭での養育が一時的に困難な場合
に、児童養護施設などで子どもを預か
ります（負担金あり、要事前登録）。
　登録者は緊急の場合、土・日曜日、祝
日でも直接施設に預かりの相談をする
こともできます。詳しくは、お問い合わ
せください。
問　中央子ども家庭支援センター（☎

537-5688）

12月16日㈯・17日㈰は本庁舎の
証明書自動交付機を停止します
　工事のため、「住民票の写し」「印鑑登録
証明書」など各種証明書が発行できる証
明書自動交付機のうち、本庁舎に設置して
いる2台を停止します。鶴崎・稙田市民行
政センター、明野支所、ホルトホール大分
の証明書自動交付機をご利用ください。
問　市民課（☎537-5615）

CKD（慢性腎臓病）予防のために
減らしお（塩）生活しませんか
　CKDは、脳卒中や心筋梗塞などの重
大な病気につながり、重症化すると人
工透析が必要になります。予防のため
には、生活習慣の見直し、特に高血圧対
策が重要です。
　市では、高血圧対策に有効な減塩の
普及を行う「減らしお（塩）チャレンジ
事業」を行っています。「塩分マイナス
1ｇ、野菜プラス1皿」を意識して、健康
な生活を送りましょう。
問　保健所健康課（☎536-2562）

森林の取得や伐採・開発には
届け出が必要です
◎森林の取得
　売買や相続、贈与などにより地域森
林計画の対象森林を新たに取得したと
きは、森林の土地の所有者となった日
から90日以内に届け出が必要です。
◎森林の伐採・開発
　地域森林計画区域内の立木の伐採や
開発を行おうとする人は、伐採および伐
採後の造林届出書（市ホームページで
ダウンロードも可）の提出が必要です。
問　林業水産課（☎537-5783）

お知らせ

暮らしの情報
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　○に入る言葉は何かな？ヒント
は、この市報の中にあります！

大分市王子中町で生まれ、 
「漣」や「雨」などで知られる日本画家

「●●●●●」

▪応募方法
　はがきに、答え、住所、氏名、年齢、
電話番号、市報の感想を記入し、12月
15日㈮〈消印有効〉までに広聴広報課

（〒870-8504　 荷揚町2-31　 ☎537-
5713）へ。正解者の中から抽選で3人に、
30年1月5日㈮から開催の市美術館特
別展「アートたけし展」のペアチケット
をプレゼントします。　※当選者の発
表は、発送をもって代えさせていただ
きます。
11月1日号「市報クイズ」の答え
エンジン01文化戦略会議オープン 
カレッジ in 大分のテーマスローガンは
「ひらいた。 　お○　お○　 　い○　た○　。
～歴史、ひらいた！未来、ひらこう！」

市報クイズ 認知症カフェ推進フォーラム
▪日時：12月9日㈯　午後1時30分～4時
▪場所：ビーコンプラザ　国際会議場
（別府市）
▪内容：講演「ようこそ、認知症カフェへ」

ほか
▪定員：500人（先着順）
▪申込み・問　電話で、12月1日㈮から

県高齢者福祉課（☎506-2694）へ。

第32回諸流合同チャリティ茶会
▪日時：12月10日㈰ 午前10時～午後3時
▪場所：コンパルホール
▪参加料：1,000円（1枚で2席可、当日

券あり）
問　大分茶道協会　出田（☎558-7210）

行政書士無料相談会
▪日時：12月20日㈬　午後1時～4時
▪場所：県行政書士会（城崎町一丁目）
▪相談内容：遺言や遺産相続、契約書・

内容証明作成、生活の困りごとなど
問　県行政書士会事務局（☎537-7089）

介護職員初任者研修講座
▪月日：30年1月6日㈯～3月18日㈰の

土・日曜日（全16回）
▪場所：大分西部公民館・稙田公民館ほか
▪定員：20人（先着順）
▪受講料：5万8,000円（テキスト代を含む）　
▪申込み・問　30年1月4日㈭までに

NPO法人　S
ス マ イ ス

MIS（☎547-0152）へ。

無料 献血にご協力を
　県赤十字血液センターでは、12月、
30年1月、2月に「冬季献血キャンペー
ン」を実施します。近年、献血者の減少
により、輸血用血液の確保が厳しくな
っています。一人でも多くの皆さんの
ご協力をお願いします。
問　県赤十字血液センター（☎547-1154）

ハッピーファミリー
応援教室
①プレママ・プレパパスクール
▪日時：12月16日㈯　午後1時～4時
▪内容：新生児の育児講座、妊婦体験、

沐
もくよく

浴実習など
▪対象：初妊婦とその夫
②親子スキンシップ教室
▪日時：12月16日㈯ 午後1時30分～4時
▪内容：ベビーマッサージなど
▪対象：生後3～5カ月児とその父母
③孫育て応援教室
▪日時：30年1月13日㈯　午後1時～4時
▪内容：昔と今の子育て、子どもの事故

と対処法など
▪場所：①②稙田市民行政センター　

③いきいき健康館（大手町）
※①②は参加者の交流会もあります。
▪定員：①12組　②17組　③25人（い

ずれも先着順）
▪申込み・問　電話で、①②は12月4日

㈪から、③は12月7日㈭から県助産
師会（☎534-0753）へ。

無料

【10月末日現在】

大分市の面積と人口
※（　）は前月比

面　積 502.39㎢ 人　口 479,427人（＋95）〈住民基本台帳人口〉

男 230,270人（＋61） 女 249,157人（＋34） 世帯数 218,529世帯（＋167）

善意の寄付が相次いでおります。
お礼申し上げます。
市へ
▪ 大分トヨタ自動車株式会社
▪ 農林中央金庫大分支店
▪ キクチ種苗株式会社
社会福祉協議会へ　
篤志寄付
▪別保くすの木会/敷戸校区公民館
香典返し寄付
▪�大分地区　安部聖治(田中町)/永弘洋子
（萩原)/長野哲郎(羽田)/江良京子(北下

郡）/松原令子(上野丘)/森田一郎(岩田
町)/小野洋之(城崎町)/仁部英樹(中島
東)/柴冨和貴(高砂町)/高場裕一郎(永興)
▪�鶴崎地区　髙橋淳一(三佐)/宮本典直(鶴

崎)/阿部和利(大津留)/阿部眞優美(宮河内)
▪�大在地区　小野由紀子(城原)
▪�坂ノ市地区　青木正秀(久原南)/藤澤達

己(市尾)/ 齋藤卓也(佐野)/江川吉宗(久原
中央)/塩地成元(里)/大平三代子(久原南)
▪�大南地区　藤田世紀子(下戸次)/下坂曜洋

(中判田)
▪�稙田地区　和田政彦(上宗方)/安東史

(田尻)/都留高雄(寒田南町)
▪�佐賀関地区　柏和良(白木)/雨川静子(佐

賀関)
▪�市外　森妙子(東京都港区)/田端祥久(柏市)
 以上10月15日受付分まで

善意の泉（敬称略）

新年祝賀互礼会
◎30年1月4日㈭

地区 時間 場所 会費 申込期限 申込み・問

大分 午前11時30分～ レンブラントホテル
大分２階    二豊の間 800円 12月4日㈪ 市長室

（☎537-5600）

◎30年1月5日㈮
地区 時間 場所 会費 申込期限 申込み・問

佐賀関 午前9時30分～ 早吸日女神社
参集殿 1,500円 12月11日㈪ 大分商工会議所

佐賀関支所（☎575-1000）

明野 午前11時～ あけのアクロスタウン
アクロスホール

男性1,500円
女性1,000円 12月11日㈪ 明野地区自治会連合会

（☎556-0099）

鶴崎 正午～ 鶴崎公民館 1,000円 12月8日㈮ 大分商工会議所
鶴崎支所（☎521-1131）

大在 午後1時～ 大在公民館 1,000円 12月8日㈮ 大在支所（☎592-0511）

坂ノ市 午後2時～ 坂ノ市公民館 1,000円 12月12日㈫ 坂ノ市支所
（☎592-1700）

大南 午後3時～ 大南公民館 1,000円 12月8日㈮ 大南支所（☎597-1000）

野津原 午後4時～ 野津原公民館 500円 12月8日㈮ 野津原支所
（☎588-1111）

稙田 午後5時～ 稙田公民館 1,000円 12月5日㈫ 稙田支所（☎541-1234）
▪�受付日時：月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分　※明野地区のみ、月・水・金曜日　午前

10時～午後5時
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健康アプリ「おおいた歩得
（あるとっく）」を使いませんか

　12月1日㈮から、県運営の健康アプ
リ「おおいた歩得」の配信が始まりま
す。日常のウオーキングなどでポイン
トが付き、たまったポイントは県内の
協賛店舗で使うことができます。詳し
くは、県ホームページをご覧になるか、
お問い合わせください。
問　県健康づくり支援課（☎506-2666）

無料人権なんでも相談所
▪日時：12月7日㈭　午前10時～午後3時
▪場所：大南公民館
▪相談員：人権擁護委員
▪相談内容：差別、暴行・虐待、セクハ

ラ・パワハラ、その他の人権問題
問　大分地方法務局（☎532-3368）

甲種防火管理新規講習
▪月日：30年1月17日㈬・18日㈭〈全2回〉
▪場所：県教育会館（下郡）
▪定員：200人（先着順）
▪受講料：6,500円
▪申込み・問　（一財）県消防設備安全

協会、消防局予防課、各消防署に備え
付けの申込書に必要事項を記入し、
12月15日㈮～22日㈮に同協会（長
浜町二丁目　☎537-3125）へ。

消防設備点検資格者講習
◎取得講習
▪種別と期間：⃝第1種…30年2月14

日㈬～16日㈮　⃝第2種…30年2月
21日㈬～23日㈮
▪時間： 午前9時10分～午後5時
▪場所：ホルトホール大分
▪受付期間：12月25日㈪～30年1月26

日㈮
◎再講習
▪種別と月日：⃝第1種…30年1月31

日㈬　⃝第2種…30年2月1日㈭
▪時間：午前9時20分～午後4時
▪場所：県教育会館（下郡）
▪対象者：24年度に資格を取得または

再講習を受けた消防設備点検資格者
▪受付期間：12月1日㈮～21日㈭
▪申込み・問　受講料・申込方法など詳

しくは、（一財）県消防設備安全協会
（☎537-3125）へ。

街のホット情報 ブリを使った魚料理教室
▪日時：12月17日㈰　午前9時30分～

午後1時
▪対象：個人、団体、グループ
▪定員：20人（多数時は抽選）
▪参加料：1人1,000円（材料費）
▪申込み・場所・問　往復はがき（1組

1枚）に、住所、氏名、電話番号（団体・
グループは名称と人数も）を記入し、
12月11日㈪〈必着〉までに公設地方
卸売市場管理事務所（〒870-0018　
豊海三丁目2-1　☎533-3113）へ。

アートプラザの各種イベント
（☎538-5000）
◎クリスマスアートマーケット
▪日時：12月23日㈯　午前10時～午

後4時
▪内容：県内で活動するアーティスト・

ものづくり作家による作品展示・販売
◎スプレール、リエールパパ、ユカによる
コラボワークショップ「多肉とワイヤ
ーのクリスマスアレンジを作ろう♪」
▪日時：12月23日㈯　①午前10時～

正午　②午後2時～4時
▪対象：①小・中学生（小学生は保護者

同伴）　②高校生以上
▪定員：各20人（多数時は抽選）
▪参加料：①2,500円　②3,500円（材

料費）
▪申込み・場所・問　往復はがきに、住

所、氏名、年齢、電話番号、参加希望時
間を記入し、12
月11日 ㈪〈 必
着〉までにア
ートプラザ（〒
870-0046　荷
揚町3-31）へ。

情報学習センター
「はじめてのインターネット」
▪日時：30年1月18日・25日〈木曜日・

全2回〉　午前10時～正午
▪対象：パソコンの基本操作ができる人
▪定員：30人（多数時は抽選）
▪受講料：600円
▪申込み・場所・問　電話またははがき、

ファクス、Eメールに、住所、氏名、電
話番号、教室名、日時を記入し、30年
1月4日㈭〈必着〉までに情報学習セン
ター（〒870-0851　大石町一丁目3
組　☎545-8616　 545-5065　
omc@hyper.or.jp）へ。

ラグビーおもてなし「英会話サロン」
コース 期間 時間
初級Ａ 12月16日㈯～

30年2月10日㈯
午前9時30分～

中級Ａ 午前10時50分～
初級Ｂ 12月18日㈪～

30年2月12日㈪
午後6時30分～

中級Ｂ 午後7時50分～
※ 講座は各コース全7回、所要時間は1時間

程度

▪場所：ホルトホール大分
▪対象：⃝初級…英会話経験が浅い人　
⃝中級…日常会話の英語が聞き取れ
る程度の人
▪定員：各30人（多数時は抽選）
▪受講料：1,000円（テキスト代）
▪申込み・問　ラグビーワールドカッ

プ・東京オリンピック・パラリンピッ
ク推進局（本庁舎5階）に備え付けの
申込書（市ホームページでダウンロ
ードも可）に記入し、12月7日㈭まで
に同局（☎574-6530）へ。

「地域創生人材」育成のための
マネジメント実践講座
▪日時：30年1月11日・18日・25日、2

月1日・8日・15日（木曜日・全6回）
　午後6時30分～8時20分
▪定員：45人（先着順）
▪受講料：300円（資料代）　※交流会

参加者は各回別途300円
▪講師：日本文理大学教員
▪申込み・場所・問　産業活性化プラザ
（ホルトホール大分2階）に備え付け
の申込書（市ホームページでダウン
ロードも可）に必要事項を記入し、
12月1日㈮～30年1月5日㈮に同プ
ラザ（☎576-8879）へ。

女性限定ぷち起業講座
▪日時：30年2月17日㈯　午前10時～

午後3時
▪講師：古屋 由美子氏〈㈲INRコンサ

ルティング代表取締役〉
▪対象：市内または由布市に居住・通勤

している女性
▪定員：20人（先着順）
▪申込み・場所・問　電話またはファク

ス、Eメールで、住所、氏名、電話番号
を、12月5日㈫ ～30年2月5日㈪ に男
女共同参画センター（コンパルホー
ル2階　 ☎574-5577　 537-3666　 

danjokyodo@lime.ocn.ne.jp）へ。

講座・教室・講習会

暮らしの情報
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11/27 28 29 30 12/1 2 3
●無  ちびっこ工作

ルームてとて
とて 
午後1時～3時 
市美術  
☎554-5800

●星  月と天王星・ 
海王星をみよ
う 
午後6時30分～
10時（～3日まで）

●無  再生家具と再生自
転車の抽選会 
午後0時30分～エコ  
※受付は正午まで 
☎588-1410

●無  おもちゃ病院 
午前10時～午後3時 
ライフ  
☎090-7459-0915

4 5 6 7 8 9 10
●無  第66回高文連　

美術・書道・写真
中央展 

（～17日まで） 
午前10時～午後6時 
※10日・17日は午後
3時まで 
市美術  
☎554-5800 
※ 部門によって会期

は異なります

●星  秋から冬の 
星座めぐり 
午後6時30分～
10時 

（～10日まで）

● 公設地方卸売市場 
「市民感謝デー」 

午前9時～正午市場  
※青果部のみ 
☎533-3113

●11   エンジン01文化戦
略会議オープンカレ
ッジin大分「夜楽」
チケット販売開始

●星  ふたご座流星群 
観察講座 
午後6時30分～7時30分 

（当日先着20人）

● 大南市場 
午前10時～午後2時 
大南老  
☎597-1000 
※雨天中止

●Ｓ  バサジィ大分 対　
アグレミーナ浜松 
午後1時～ 
県総体

11 12 13 14 15 16 17
●星  ふたご座流星群

観察会 
午後6時30分～10時 

（～15日まで）

● さがのせき朝市 
午前8時30分～ 

（商品がなくなり次第終了） 
漁協佐  
☎575-1000

●星  冬のきらきら星空
めぐり 
午後6時30分～10時 

（～17日・22日～24日）

18 19 20 21 22 23 天皇誕生日 24
●無  第69回県立芸術

緑丘高等学校美
術制作展 

（～24日まで） 
午前10時～午後6時 
※24日は午後4時まで 
市美術  

☎554-5800

●無  どこでも 
コンサート 
出演:小野 聡美、
南曲 朋恵 
午後6時30分～ 
西部公  

☎537-5663

25 26 27 28 29 30 31
●無  コンパルホール

クリスマスコン
サート 
午後1時～2時 
コンパル  
☎538-3700

おおいた市 イベントカレンダー

「大気汚染防止推進月間」です
重ね着するなど工夫して暖房器具の使用を控えたり、エコドライブの実践や
自転車・公共交通機関を利用するなどして、大気環境の保全を心掛けましょう。

「地球温暖化防止月間」です
地球温暖化防止のために、一人ひとりができることから始めましょう。

12月10日㈰～16日㈯は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です
北朝鮮当局による拉致問題などの人権侵害問題について、関心と認識を
深めましょう。

12月15日㈮～24日㈰は「おおいた冬の事故ゼロ運動」が実施されます
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12月

毎月開催しているエコライフプラザのフリーマーケットは、
12月～30年2月の間お休みします。	 ☎588-1410

●無無料イベント
●Ｓスポーツイベント
●今号掲載ページ
●星関崎海星館
　☎574-0100
　観覧料
　大人　420円
　高校生210円
　中学生以下無料

市美術 市美術館
エコエコライフプラザ
ライフ ライフパル
市場市公設地方卸売市場
大南老  大南老人いこいの家 

ふれあい広場

県総体 県立総合体育館
漁協佐 県漁協佐賀関支店周辺
西部公 大分西部公民館
コンパル コンパルホール

▪場所 今
月
の
納
税 市税の納付は便利で確実な口座振替（自動払込）を

ご利用ください。 問納税課　　　☎537-5611
 問国保年金課　☎537-5738

年末・年始の業務のお知らせ
12月29日㈮～30年1月3日㈬は閉庁しますが、本庁舎・各支所では、29日㈮に一部
業務を行います。各施設の休館やごみの収集・受け入れを含め、詳しくは、市報おお
いた12月15日号でお知らせします。

12
納期限

㈭28

国民健康保険税
第７期 納期限

固定資産税
第４期

41 ㈭
30年

12月4日から10日は、「人権週間」です


